
〒630
TEL：0
E-ma
�

発行/
企画・



1

めまぐるしく発展する現代社会のニーズに柔軟に対応し、創造力を発揮できる若手研

究者を養成しようと文部科学省は、平成17年度から「魅力ある大学院教育」イニシア

ティブをスタートすることを決め、10月に本学の情報科学研究科とバイオサイエンス

研究科から申請された教育プログラムを採択した。優れた研究を支える人づくりのため

の大学院教育に焦点を当て、重点的に支援するという初の試みだ。

このプロジェクトは、専門分化する研究のテーマに幅広い視野とユニークな発想で挑

んでもらうため、若手研究者の教育を重視し、組織的に取り組む体勢を整える事業。

147大学から338件の申請があり、独立行政法人日本学術振興会が運営する「魅力ある

大学院教育」イニシアティブ委員会で審査の結果、45大学の97件が採択された。

このうち本学は2件で、情報科学研究科の「未来を切り拓く情報科学人材育成コア」

は、高度情報通信（ICT）時代に対応できる技術者・研究者のためのプログラムとして、

専攻の枠を越えた幅広いカリキュラムを用意し、特待生制度を設けて、国際的に活躍す

るリーダーを育てる。バイオサイエンス研究科の「フロンティアバイオ教育プログラム

の構築」は、複数の教員による個別の指導体制を確立し、科学英語能力の向上など国際

的な教育システムを整備する。いずれも、学生にとってグローバルな視点で先端の知識

や研究技術を磨きやすい環境づくりが進められる。

創造力豊かな若手研究者の養成をめざす国家プロジェクト

「魅力ある大学院教育」
イニシアティブに

情報科学とバイオサイエンスの教育プログラムを採択！！

せんたんVol.14No.4中面  06.1.27 9:53 AM  ページ 1 (1,1)



2

NARA INSTITUTE of SCIENCE and TECHNOLOGY

本
学
は
平
成
十
八
年
十
月
一
日
で
開

学
十
五
周
年
を
迎
え
る
。
本
学
の
設
立

が
議
論
さ
れ
た
当
時
、
旧
来
の
大
型
大

学
の
古
さ
、
す
な
わ
ち
、
歴
史
的
な
形

で
決
め
ら
れ
て
い
た
学
部
の
枠
が
、
新

た
な
学
問
領
域
へ
の
進
出
を
必
要
と
す

る
科
学
技
術
の
研
究
教
育
体
制
の
改
善

の
作
業
の
足
か
せ
と
な
っ
て
い
た
。
本

学
に
期
待
さ
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
古

い
大
学
で
の
大
学
院
教
育
問
題
を
解
決

し
、
新
た
な
先
端
科
学
分
野
で
の
、
融

合
的
な
ま
た
総
合
的
な
研
究
や
教
育
が

行
え
る
新
し
い
大
学
を
作
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
特
に
、
学
部
を
持
た
な
い
大
学

院
大
学
と
い
う
構
想
は
当
時
き
わ
め
て

新
し
い
発
想
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
は

実
験
的
な
研
究
教
育
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

で
あ
っ
た
。

本
学
で
は
、
か
な
り
の
数
の
学
生
が

前
期
課
程
修
了
後
に
、
社
会
に
出
て
行

く
。
従
っ
て
、
そ
の
教
育
課
程
は
、
研

究
者
を
目
指
す
学
生
、
お
よ
び
高
度
な

技
術
者
と
し
て
就
職
し
て
い
く
学
生
の

ど
ち
ら
を
も
、
対
象
と
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
本
学
は
、
先
端
科
学
に

興
味
を
持
つ
学
生
で
あ
れ
ば
、
幅
広
く

受
け
入
れ
て
い
る
た
め
、
必
ず
し
も
、

そ
の
分
野
を
学
部
時
代
に
十
分
履
修
し

て
き
た
学
生
ば
か
り
で
は
な
い
。
多
様

な
学
生
を
受
け
入
れ
、
多
様
な
進
路
を

目
指
す
学
生
を
教
育
す
る
に
は
、
時
代

に
要
請
さ
れ
る
新
た
な
内
容
と
、
組
織

が
責
任
を
持
つ
教
育
体
系
を
作
り
あ

げ
、
ま
た
、
教
員
の
共
通
認
識
の
も
と

に
そ
れ
を
効
率
よ
く
運
用
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
先
般
の

「
新
時
代
の
大
学
院
教
育
＿
国
際
的
に

魅
力
あ
る
大
学
院
教
育
の
構
築
に
向
け

て
」
の
答
申
に
書
か
れ
て
い
る
、
大
学

院
教
育
の
実
質
化
の
先
取
り
が
、
ま
さ

に
本
学
で
は
な
さ
れ
て
い
た
と
い
え

る
。
こ
う
し
た
本
学
の
状
況
の
中
で
、

新
た
な
企
画
を
加
え
る
形
で
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
申
請
す
る
計
画
書
を
作

成
し
た
。

そ
の
結
果
、
次
に
紹
介
す
る
二
つ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、

こ
れ
か
ら
の
科
学
技
術
系
大
学
院
で
の

研
究
者
養
成
コ
ー
ス
の
モ
デ
ル
に
な
り

う
る
も
の
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
。

本
学
で
は
、
日
常
的
に
、
教
育
シ
ス
テ

ム
を
見
直
し
、
改
善
す
る
作
業
を
続
け

て
お
り
、
今
後
も
、
大
学
院
教
育
の
先

端
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
そ
れ
が
、
実

験
大
学
と
し
て
設
立
さ
れ
た
本
学
の
使

命
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
回
の
「
魅
力
あ
る
大
学
院
教
育
」
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
募
集
が
あ
っ
た
。
こ

れ
は
、
先
の
答
申
の
実
現
を
め
ざ
し
、

社
会
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高
度
化
に
対

応
す
る
、
若
手
研
究
者
の
養
成
、
研
究

の
充
実
を
図
る
大
学
院
、
意
欲
的
で
独

創
的
な
教
育
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る

大
学
院
に
対
す
る
重
点
的
支
援
制
度
で

あ
る
。

教
育
に
重
点
を
お
い
て
大
学
運
営
を

し
て
き
た
本
学
と
し
て
は
、
私
た
ち
の

考
え
て
い
る
研
究
者
養
成
シ
ス
テ
ム
の

独
自
性
と
、
先
端
性
を
こ
の
機
会
に
外

部
か
ら
評
価
し
て
頂
く
必
要
が
あ
る
と

い
う
判
断
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ

ま
で
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
さ
ら
に

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

教
育
研
究
担
当
理
事
・
副
学
長
　
　
磯
貝
　
　
彰

「
魅
力
あ
る
大
学
院
教
育
」の
採
択
に
つ
い
て
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情
報
科
学
研
究
科
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
本
研
究
科
が
従
来
か
ら
実
施
し
て

き
た
教
育
方
針
を
堅
持
し
つ
つ
、
教
育

内
容
を
充
実
し
、
関
連
事
業
を
拡
大
し

て
い
く
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、

一．

技
術
者
・
研
究
者
と
し
て
の
礎
を

築
く
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
履
修

効
果
の
向
上

方
策
一
　
講
義
体
系
の
充
実
化

方
策
二
　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
講
義

二．

社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
育
成
の

た
め
の
ア
ド
バ
ン
ス
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
A
P
）
の
促
進

方
策
三
　
特
待
生
A
P

方
策
四
　
地
域
貢
献
A
P

方
策
五
　
教
育
連
携
講
座
A
P

方
策
六
　
海
外
派
遣
教
育
A
P

三．

効
率
的
支
援
や
評
価
・
改
善
サ
イ

ク
ル
を
シ
ス
テ
ム
化
し
た
し
な
や

か
な
教
育
基
盤
の
維
持
と
向
上

方
策
七
　
F
D
（
能
力
開
発
）
の
シ
ス

テ
ム
化

方
策
八
　
使
い
や
す
い
シ
ラ
バ
ス
作
成

支
援

と
い
う
三
つ
の
柱
と
八
つ
の
方
策
で
、

意
欲
的
か
つ
独
創
的
な
若
手
研
究
者
を

育
成
す
る
卓
越
し
た
大
学
院
教
育
の
拠

点
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。日

本
の
大
学
院
教
育
の
改
革
を
実
践

す
べ
く
一
九
九
二
年
に
創
設
さ
れ
て
以

来
、
教
員
・
学
生
・
職
員
が
一
体
と
な

っ
て
新
し
い
大
学
院
の
形
成
に
日
夜
努

力
し
、
大
学
の
使
命
で
あ
る
「
知
の
創

造
」
に
繋
が
る
研
究
面
で
は
本
研
究
科

が
「
電
気
・
電
子
・
情
報
」
分
野
の
二

十
一
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ま
た

「
知
の
還
元
」
に
貢
献
す
る
産
学
連
携

面
で
は
大
学
が
「
ス
ー
パ
ー
産
官
学
連

プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ー
ダ
ー

情
報
科
学
研
究
科
長
　

千
原
　
國
宏

「
未
来
を
切
り
拓
く
情
報
科
学
人
材
育
成
コ
ア
」

情
報
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
採
択
に
つ
い
て

携
本
部
モ
デ
ル
事
業
」
に
採
択
さ
れ
て

い
る
上
に
、
さ
ら
に
、
今
回
、「
知
の

継
承
」
と
い
う
べ
き
教
育
面
で
文
部
省

の
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
は
、

教
職
員
や
学
生
諸
君
を
は
じ
め
と
す
る

構
成
員
ま
た
修
了
生
を
含
む
全
員
の
努

力
の
成
果
で
あ
り
、
改
め
て
感
謝
い
た

し
ま
す
。

こ
こ
に
、
教
員
に
は
従
来
に
倍
す
る

熱
意
で
研
究
教
育
に
勤
し
ま
れ
る
こ

と
、
ま
た
学
生
諸
君
に
は
誇
り
を
持
っ

て
学
業
に
専
念
さ
れ
る
こ
と
を
、
そ
れ

ぞ
れ
期
待
し
、
魅
力
あ
る
大
学
院
教
育

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
取
組
代
表
者
な
ら
び

に
二
十
一
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
研

究
拠
点
形
成
リ
ー
ダ
と
し
て
、
こ
れ
ら

二
大
支
援
事
業
の
推
進
に
全
力
を
尽
く

す
決
意
を
表
明
し
ま
す
。

情
報
科
学
研
究
科
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﹇
高
度
情
報
通
信
（
I
C
T
）
技
術

者
・
研
究
者
の
礎
を
築
く
前
期
課
程
コ

ー
ス
ウ
ェ
ア
教
育
の
充
実
﹈

●
専
攻
の
枠
を
越
え
て
設
計
さ
れ
た
本

格
的
コ
ー
ス
ウ
ェ
ア
　
情
報
科
学
の
諸

領
域
を
広
く
網
羅
す
る
一
四
〇
単
位
以

上
の
専
門
科
目
／
情
報
倫
理
・
知
的
財

産
権
・
経
営
論
・
標
準
化
・
ベ
ン
チ
ャ

ー
論
等
の
学
際
領
域
科
目
／
科
学
技
術

英
語
／
情
報
系
以
外
か
ら
の
入
学
生
の

た
め
の
基
礎
科
目
か
ら
な
る
体
系
的
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
さ
ら
に
整
備
す
る
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
遠
隔
連
携

講
義
を
さ
ら
に
充
実
す
る
。
情
報
科
学

セ
ン
タ
ー
・
電
子
図
書
館
の
協
力
の
も

と
、
新
た
に
授
業
風
景
・
教
材
同
期
型

オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
。

﹇
学
生
の
自
主
性
を
尊
重
し
社
会
を
リ

ー
ド
す
る
人
材
を
育
成
す
る
取
組
の
更

な
る
展
開
﹈

●
特
待
生
制
度
E
S
P
（
経
済
的
支
援

の
み
で
は
な
い
本
格
的
な
リ
ー
ダ
ー
育

成
制
度
。
特
待
生
自
ら
が
テ
ー
マ
提
案

す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
国
際
化
活

動
。
平
成
十
七
年
度
に
三
名
を
採
用
。

本
事
業
に
よ
り
質
・
量
と
も
充
実
さ
せ

る
。）

●
情
報
教
育
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
学

外
連
携
研
究
機
関
へ
の
学
生
の
長
期
派

遣
に
よ
る
高
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

●
学
術
交
流
協
定
に
基
づ
く
学
生
交
換

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
国
際
感
覚
と

競
争
力
の
あ
る
人
材
育
成

●
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
通
し
た
実
地
教

育
（
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、

ス
プ
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
、
出
前
授
業
）

﹇
I
C
T
技
術
を
駆
使
し
た
効
果
的
な

支
援
体
制
、
す
ば
や
い
評
価
と
改
善
﹈

●
シ
ラ
バ
ス
（
授
業
の
内
容
な
ど
）
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
は
じ
め
と
す
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
編
成
・
授
業
支
援
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
。

●
F
D
教
員
の
海
外
研
修
、
学
外
F
D

委
員
に
よ
る
授
業
視
察
と
改
善
提
言
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
員
会
に
よ
る
外
部
評

価
を
そ
れ
ぞ
れ
充
実
さ
せ
、
国
内
外
有

識
者
と
の
情
報
交
換
の
た
め
F
D
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
新
た
に
開
催
す
る
。

コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

ア
ド
バ
ン
ス
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

し
な
や
か
な
教
育
基
盤

情報科学研究科「魅力ある大学院教育」イニシアティブ　http://isw3.naist.jp/GP/

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

せんたんVol.14No.4中面  06.1.27 9:53 AM  ページ 4 (1,1)



5

私
た
ち
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究

科
は
、
学
部
・
学
科
と
い
う
縦
割
り
の

枠
の
中
で
行
わ
れ
て
い
た
生
物
系
の
研

究
と
教
育
を
、
一
つ
の
研
究
科
と
し
て

総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
、

タ
ン
パ
ク
質
・
遺
伝
子
そ
し
て
ゲ
ノ
ム

を
共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
動

物
・
植
物
・
微
生
物
の
研
究
者
が
連
携

し
て
、
活
発
な
研
究
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
我
国
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研

究
の
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
認
知
さ
れ

て
い
ま
す
。
三
年
前
に
は
、
情
報
科
学

研
究
科
と
連
携
し
て
、
全
国
で
始
め
て

の
情
報
生
命
科
学
専
攻
を
設
置
し
ま
し

た
。こ

う
し
た
研
究
活
動
を
背
景
と
し
て
、

研
究
者
養
成
の
た
め
の
大
学
院
教
育
シ

ス
テ
ム
を
作
る
た
め
に
、
設
立
以
来
、

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
現
代
生
物
学
講
義
・
演
習

を
コ
ア
と
す
る
組
織
的
な
教
育
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
講
座
の
個
性
を
生
か
し
た
研

究
指
導
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
生
物
学
の
手
法
と
、
ゲ
ノ

ム
構
造
・
機
能
情
報
と
バ
イ
オ
イ
ン
フ

ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
な
ど
の
新
し
い
方
法
論

の
融
合
を
目
指
し
た
研
究
と
教
育
も
進

め
て
い
ま
す
。
平
成
十
六
年
度
に
は
、

学
生
の
学
習
歴
や
進
路
希
望
に
、
よ
り

的
確
に
応
え
、
よ
り
効
果
的
な
教
育
を

行
う
た
め
に
、
修
士
と
し
て
社
会
へ
出

て
行
く
学
生
の
た
め
の
バ
イ
オ
エ
キ
ス

パ
ー
ト
コ
ー
ス
と
、
博
士
の
学
位
取
得

を
目
指
す
学
生
に
対
し
て
、
前
後
期
課

程
の
五
年
間
、
一
貫
し
て
教
育
を
行
う

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
バ
イ
オ
コ
ー
ス
の
二
コ

ー
ス
制
を
導
入
す
る
と
い
う
大
き
な
改

革
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
改
革
で
は
、
単
に
二
コ
ー
ス
制

を
導
入
し
た
だ
け
で
な
く
、
現
代
生
物

学
の
講
義
と
演
習
を
、
授
業
進
度
が
異

な
る
、
少
人
数
の
も
の
に
分
け
る
と
い

う
改
善
を
行
い
ま
し
た
。

英
語
教
育
に
つ
い
て
も
、
外
国
人
教

員
に
よ
る
少
人
数
ク
ラ
ス
の
ゼ
ミ
形
式

講
義
や
英
語
論
文
作
成
指
導
を
取
り
入

れ
ま
し
た
。
講
座
配
属
後
の
研
究
指
導

に
つ
い
て
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
バ
イ
オ
コ

ー
ス
で
は
、
複
数
の
教
員
に
よ
り
、
定

期
的
な
研
究
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
評
価
・
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
コ
ミ

ッ
テ
ィ
ー
制
を
導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、

二
十
一
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お

い
て
も
、
博
士
後
期
課
程
学
生
の
研
究

能
力
の
育
成
と
国
際
性
の
涵
養
の
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
「
魅
力
あ
る
大
学
院
教
育
」

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
け
る
我
々
の
提

案
は
、
今
ま
で
の
大
学
院
教
育
へ
の
取

り
組
み
を
踏
ま
え
、
現
在
ま
で
に
検
討

が
不
十
分
で
あ
っ
た
点
を
見
直
し
、
ま

た
、
C
O
E
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た

活
動
を
、
研
究
科
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
目
指
す

も
の
で
す
。
こ
の
提
案
は
、
単
に
中
央

教
育
審
議
会
答
申
を
受
け
て
計
画
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
多
様
な
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
入
学
者
に
対
応
し
て
、

ど
の
よ
う
に
研
究
者
養
成
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
く
か
と
い
う
、
研
究
科
教

員
の
議
論
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で

す
。
私
た
ち
は
、
今
回
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
研
究
者
養
成
の
た
め
の
大
学
院

教
育
の
実
質
化
に
向
け
て
、
バ
イ
オ
系

の
大
学
院
教
育
の
モ
デ
ル
を
確
立
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
採
択
に
つ
い
て

「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
バ
イ
オ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
」

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科

プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ー
ダ
ー

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
長
　

小
笠
原
　
直
毅
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バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
で
は
こ

れ
ま
で
の
教
育
研
究
指
導
を
よ
り
一
層

充
実
さ
せ
る
た
め
、
平
成
十
六
年
度
か

ら
、
二
年
の
履
修
期
間
の
バ
イ
オ
エ
キ

ス
パ
ー
ト
コ
ー
ス
（
B
X
コ
ー
ス
）
と

前
後
期
課
程
五
年
間
の
教
育
を
前
提
と

し
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
バ
イ
オ
コ
ー
ス

（
F
B
コ
ー
ス
）
の
二
コ
ー
ス
制
を
導

入
し
た
。
入
学
時
の
学
習
到
達
度
に
応

じ
て
、
両
コ
ー
ス
共
に
複
数
の
演
習
ク

ラ
ス
を
編
成
し
、
B
X
コ
ー
ス
で
は
授

業
進
度
が
異
な
る
二
種
類
の
講
義
を
実

施
す
る
な
ど
、
教
育
効
果
を
上
げ
る
た

め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
整
備
を
行
っ

た
。講

座
配
属
後
の
研
究
指
導
に
つ
い
て

も
、
当
初
よ
り
副
指
導
教
員
制
を
導
入

し
て
き
た
が
、
F
B
コ
ー
ス
に
つ
い
て

は
、
複
数
の
教
員
が
定
期
的
に
指
導
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
制
を
導
入
し
た
。

二
十
一
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

お
い
て
も
、
博
士
後
期
課
程
学
生
の
研

究
能
力
の
育
成
の
た
め
に
、
講
座
の
枠

を
越
え
た
研
究
討
論
会
の
開
催
、
学
生

の
研
究
提
案
に
基
づ
く
R
A
（
リ
サ
ー

チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
と
し
て
の
雇
用
、

海
外
で
の
国
際
学
会
で
の
発
表
支
援
、

海
外
の
交
流
協
定
締
結
校
へ
の
派
遣
等

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
在
ま
で
の
取
り
組
み
を

踏
ま
え
て
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
社

会
と
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
講
義
体

系
の
充
実
、
研
究
者
と
し
て
の
力
量
形

成
の
た
め
の
組
織
的
な
個
別
指
導
体
制

の
確
立
、
国
際
教
育
の
シ
ス
テ
ム
の
整

備
を
行
い
、
本
学
の
教
育
目
標
達
成
の

プ
ロ
セ
ス
管
理
を
徹
底
す
る
。
そ
の
た

め
、以
下
の
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、

本
年
度
中
に
そ
の
詳
細
の
検
討
と
組
織

的
な
意
思
統
一
を
図
り
、
平
成
十
八
年

度
よ
り
実
施
を
開
始
す
る
。

●
専
門
講
義
、
学
際
領
域
講
義
等
に
つ

い
て
、
教
育
効
果
と
社
会
的
ニ
ー
ズ
を

満
足
す
る
講
義
体
系
と
す
る
。

●
「
英
語
論
文
講
読
演
習
」
を
導
入
し
、

英
語
論
文
の
読
解
力
と
課
題
解
決
の
論

理
を
習
得
さ
せ
、
同
時
に
、
異
な
る
研

究
分
野
に
た
ず
さ
わ
る
学
生
間
で
の
議

論
を
通
し
て
、
幅
広
い
分
野
に
対
応
で

き
る
能
力
を
養
う
。

●
F
B
コ
ー
ス
学
生
に
つ
い
て
は
、
少

人
数
ク
ラ
ス
単
位
の
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

バ
イ
オ
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
」、「
仮
想
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
」
を
導
入
し
、
学
生

の
創
造
力
、
自
立
力
等
を
磨
く
教
育
を

行
う
。
さ
ら
に
、
英
語
能
力
、
国
際
性

の
涵
養
の
た
め
に
、「
科
学
英
語
特
別

講
義
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
海
外

研
究
機
関
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
等
に
参
加
す

る
「
国
際
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
」
を
導
入
す
る
。

●
各
講
座
で
の
学
生
の
研
究
実
験
に
つ

い
て
は
、
前
後
期
課
程
を
通
し
て
、
年

度
ご
と
の
進
捗
状
況
や
成
果
に
つ
い

て
、
他
講
座
教
員
を
含
む
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
が
評
価
・
助
言
を
定

期
的
に
行
い
、
教
育
研
究
組
織
と
し
て

責
任
を
持
っ
た
研
究
指
導
、
論
文
指
導

に
取
り
組
む
。

バイオサイエンス研究科「魅力ある大学院教育」イニシアティブ　http://bsw3.naist.jp/topics/051025a.html

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
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奈
良
県
生
駒
市
の
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
は
、
鹿
野
教
授
ら
が
開
発

し
た
音
声
情
報
案
内
シ
ス
テ
ム
「
た
け

ま
る
く
ん
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
モ

ニ
タ
ー
画
面
の
C
G
画
像
を
通
じ
て
来

館
者
と
愛
嬌
た
っ
ぷ
り
に
会
話
し
、
な

か
な
か
の
人
気
者
だ
。
こ
の
装
置
は
大

学
の
研
究
成
果
を
地
域
社
会
に
知
っ
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
人
の
発
す
る
音
声

を
機
械
が
認
識
し
、
対
話
す
る
と
い
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
役
立
つ
技
術

開
発
に
も
貢
献
し
て
い
る
の
だ
。

シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
は
、
来
館
者
の

声
に
よ
る
質
問
を
受
け
て
、
用
意
さ
れ

た
デ
ー
タ
の
中
か
ら
回
答
を
選
ん
で
合

成
音
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
デ
ー
タ
を

引
き
出
し
て
表
示
す
る
。
想
定
質
問
は

約
一
万
種
類
、
回
答
は
約
五
百
種
類
を

用
意
し
て
い
る
が
、
な
ん
と
子
供
と
大

人
の
声
を
聞
き
分
け
て
年
齢
に
ふ
さ
わ

し
い
答
え
方
を
す
る
な
ど
臨
機
応
変
の

芸
当
が
で
き
る
の
だ
。

人
間
の
人
間
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
言

葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

日
常
の
環
境
の
中
で
は
た
や
す
く
行
わ

れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
と
っ
て
は
、
と
て
も
苦
手
な
手
段
で

あ
る
。

「
計
算
機
は
通
常
、
画
像
情
報
な
ど

は
す
ば
や
く
生
成
で
き
ま
す
。
音
声
よ

り
も
む
し
ろ
画
像
情
報
の
出
力
の
方
が

得
意
と
い
え
る
で
し
ょ
う
」
と
鹿
野
教

授
は
説
明
す
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は

雑
音
（
ノ
イ
ズ
）
と
目
的
の
音
声
を
な

か
な
か
区
別
で
き
ず
に
同
様
の
音
声
デ

ー
タ
と
し
て
拾
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

そ
こ
で
鹿
野
教
授
は
来
館
者
が
ロ
ボ

ッ
ト
と
の
や
り
と
り
の
さ
い
に
得
た
二

十
万
に
の
ぼ
る
膨
大
な
音
声
サ
ン
プ
ル

の
デ
ー
タ
を
統
計
的
に
処
理
し
、
子
供

れ
た
愛
知
万
博
で
も
受
付
ロ
ボ
ッ
ト
に

生
か
さ
れ
た
。

鹿
野
教
授
ら
の
研
究
で
世
界
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
つ
ぶ
や
き
声

（
N
A
M
）
で
も
通
話
で
き
る
と
い
う

画
期
的
な
音
声
入
力
の
方
法
の
開
発

だ
。
声
を
出
さ
な
く
て
も
伝
わ
る
無
音

声
電
話
の
実
現
に
つ
な
が
る
。
相
手
に

話
を
聞
か
れ
ず
に
秘
密
が
保
持
で
き
、

大
騒
音
の
中
で
も
電
話
が
か
け
ら
れ
る

う
え
、
声
帯
を
失
っ
た
人
な
ど
福
祉
面

に
も
役
立
つ
と
い
う
幅
広
い
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
音
声
を
発
す
る
さ
い
の
頭

骨
の
振
動
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る「
骨
伝
導
」

情
報
科
学
研
究
科
　
音
情
報
処
理
学
講
座

教
　
授
　
鹿
野
　
清
宏

助
教
授
　
猿
渡
　
　
洋

の扉を�
開く。�
の扉を�
開く。�

NAISTの研究者たち�

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
対
話
す
る

と
大
人
の
声
音
の
特
徴
な
ど
ポ
イ
ン
ト

を
つ
か
ん
だ
音
韻
モ
デ
ル
を
つ
く
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
認
識
率
は
成
人
で
約

九
〇
％
、
子
供
で
も
約
八
〇
％
に
達
し

て
い
る
。
話
の
途
中
の
咳
払
い
や
笑
い

声
も
誤
っ
て
言
葉
と
認
識
し
な
い
ほ
ど

の
精
度
だ
。

「
キ
ー
ワ
ー
ド
を
認
識
す
る
と
い
う

形
な
の
で
こ
の
精
度
が
出
ま
し
た
。
自

由
に
話
し
た
内
容
を
ま
と
め
て
認
識
す

る
の
は
む
ず
か
し
い
の
で
す
が
、
十
分

に
デ
ー
タ
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
こ
れ

か
ら
賢
く
な
っ
て
い
き
ま
す
よ
」
と
自

信
た
っ
ぷ
り
だ
。

こ
の
音
声
認
識
技
術
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
応
用
が
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

声
で
指
示
す
る
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
は
す
で
に
実
用
化
さ
れ
て
い

る
。
産
業
応
用
だ
け
で
な
く
、
高
齢
社

会
に
と
っ
て
も
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な

る
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
こ
の
ほ
ど
開
か

九
〇
％
の
音
声
を
認
識

つ
ぶ
や
き
声
で
通
話
で
き
た
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と
い
う
方
法
が
難
聴
者
ら
の
た
め
に
実

用
化
さ
れ
て
い
る
が
、こ
の
仕
組
み
は
、

耳
の
後
ろ
の
乳
様
突
起
と
呼
ば
れ
る
部

位
の
肉
の
動
き
の
デ
ー
タ
を
、
そ
こ
に

貼
り
付
け
た
マ
イ
ク
で
読
み
取
り
、
声

帯
を
使
い
口
先
で
発
す
る
音
声
に
変
換

し
て
再
現
す
る
の
で
「
肉
伝
導
」
と
呼

ば
れ
る
。
す
で
に
国
際
特
許
を
取
り
、

メ
ー
カ
ー
な
ど
と
の
共
同
開
発
を
進
め

て
い
る
。

ま
た
、
猿
渡
洋
助
教
授
ら
は
、
マ
イ

ク
を
持
た
ず
に
動
き
な
が
ら
発
言
す
る

音
声
を
効
率
よ
く
追
跡
し
て
集
音
す
る

装
置
（
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
ア
レ
ー
）
の
開

発
に
挑
ん
で
い
る
。
会
議
の
収
録
な
ど

に
役
立
つ
が
、
こ
の
研
究
か
ら
は
、
複

数
が
同
時
に
話
す
な
か
で
、
特
定
の
話

情報科学研究科音情報処理学講座　http://spalab.naist.jp/home.html

音源分離装置（BSS）は携帯電話、
ロボット対話などへの応用が検
討されている。

者
の
音
声
を
分
離
し
て
収
録
で
き
る

「
聖
徳
太
子
」
の
よ
う
な
能
力
を
持
た

せ
る
こ
と
に
も
成
功
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
人
間
は
音
声
だ
け
で
な

く
、
顔
の
表
情
な
ど
視
覚
情
報
も
取
り

込
ん
で
相
手
の
意
図
を
察
知
す
る
が
、

研
究
室
で
は
唇
の
画
像
を
入
力
し
て
認

識
を
深
め
た
り
、
逆
に
合
成
音
か
ら
顔

画
像
を
合
成
し
て
自
然
な
表
情
を
つ
く

っ
た
り
、
人
間
ら
し
い
合
成
音
を
表
現

し
た
り
す
る
研
究
も
進
め
て
い
る
。

音
声
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
要

で
あ
る
だ
け
に
、「
話
者
に
負
担
な
く

自
然
に
伝
わ
る
音
一
声
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
」
を
め
ざ
す
鹿
野
教
授
ら
が
取

り
組
む
テ
ー
マ
は
ふ
く
ら
ん
で
い
く
。

NAMは静かな音声メディアとして
多くの応用範囲が期待されている。

猿渡　洋
助教授

生駒市北コミュニティセンターに設
置されている音声対話情報案内シス
テム「たけまるくん」
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森　浩禎
教授

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
内

に
遺
伝
子
研
究
の
試
料
や
情
報
を
研
究

者
に
提
供
す
る
国
際
拠
点
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
央
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

内
に
あ
る
森
研
究
室
の
分
室
だ
。

分
室
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
に
入
る

と
、
最
先
端
の
バ
イ
オ
分
析
器
機
が
ず

ら
り
並
ん
で
い
た
。
遺
伝
子
（
D
N
A
）

の
情
報
（
文
字
）
に
相
当
す
る
塩
基
の

配
列
を
調
べ
る
D
N
A
シ
ー
ケ
ン
サ

ー
、
自
動
的
に
D
N
A
を
抽
出
す
る
反

応
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
…
。

そ
し
て
、
冷
凍
庫
内
に
は
大
腸
菌
の

遺
伝
子
の
サ
ン
プ
ル
な
ど
が
入
っ
た
容

器
を
図
書
館
の
よ
う
に
整
理
し
て
ス
ト

ッ
ク
し
て
い
る
。
ゲ
ノ
ム
（
遺
伝
情
報
）

の
解
析
や
機
能
の
研
究
に
不
可
欠
な
試

料
で
研
究
者
の
要
望
に
応
じ
て
世
界
各

国
に
分
譲
さ
れ
る
の
だ
。

「
微
生
物
が
持
つ
膨
大
な
遺
伝
情
報

を
処
理
し
、
再
構
築
し
て
生
命
の
本
質

を
解
明
す
る
ゲ
ノ
ム
研
究
は
国
際
協
力

が
あ
っ
て
こ
そ
成
立
し
ま
す
」
と
森
教

授
は
強
調
す
る
。

研
究
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て

み
る
。
大
腸
菌
ゲ
ノ
ム
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
が
次
々
と
表
示
さ
れ
た
。「
分
譲
し

た
サ
ン
プ
ル
を
使
っ
て
得
ら
れ
た
成
果

は
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
書
き
込
ま

れ
、
日
々
更
新
さ
れ
て
い
く
の
で
す
」

と
森
教
授
は
説
明
し
た
。

生
物
の
遺
伝
研
究
の
中
で
、
細
菌
の

一
種
、
大
腸
菌
は
格
好
の
モ
デ
ル
だ
。

長
さ
一
ミ
ク
ロ
ン
程
度
の
桿
状
の
微
生

物
は
、遺
伝
子
の
数
が
約
四
〇
〇
〇
で
、

ヒ
ト
の
約
二
五
〇
〇
〇
に
比
べ
る
と
ち

っ
ぽ
け
な
存
在
だ
。
し
か
し
、
進
化
の

出
発
点
近
く
に
位
置
す
る
の
で
、
そ
の

遺
伝
子
群
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
に
共
通

や
体
内
で
作
用
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
調

べ
る
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
時
代
へ
と
向
か
う

な
か
で
、
研
究
の
基
盤
と
な
る
大
き
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
成
果
と
並
行
し
て
、
森
教

授
ら
は
遺
伝
子
の
複
雑
な
機
能
の
解
明

と
い
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
テ
ー
マ
に
挑

ん
で
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
細
胞
内
の
遺

伝
子
の
働
き
を
調
節
す
る
メ
カ
ニ
ズ

ム
。
遺
伝
子
は
単
独
で
は
な
く
、
複
数

が
関
連
し
シ
ス
テ
ム
と
し
て
段
階
を
踏

ん
で
連
携
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
多

い
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
遺
伝
子
が
ど

の
よ
う
に
変
化
す
る
か
、
一
度
に
測
れ

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
　
生
体
情
報
学
講
座

教
　
授
　
森
　
　
浩
禎

の扉を�
開く。�
の扉を�
開く。�

NAISTの研究者たち�

大
腸
菌
の
遺
伝
子
デ
ー
タ
を
世
界
に
発
信

す
る
生
命
維
持
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
基
本

セ
ッ
ト
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。
こ
れ

ま
で
も
っ
と
も
よ
く
研
究
さ
れ
て
き
た

微
生
物
の
ひ
と
つ
だ
が
、
そ
れ
で
も
ど

の
よ
う
な
機
能
を
持
っ
て
い
る
か
不
明

の
遺
伝
子
が
半
数
を
占
め
る
。

こ
の
た
め
、
森
教
授
ら
は
、
一
九
九

九
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
ま
で
、
科
学
技

術
振
興
機
構
の
戦
略
的
創
造
推
進
事
業

と
し
て
大
腸
菌
の
ゲ
ノ
ム
に
つ
い
て
、

タ
ン
パ
ク
質
の
情
報
を
持
つ
と
み
ら
れ

る
遺
伝
子
を
す
べ
て
個
別
に
取
り
出

し
、増
幅
し
て
保
存
す
る
こ
と
に
成
功
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
伝
子
の
機
能

を
確
認
す
る
方
法
と
し
て
、
特
定
の
遺

伝
子
を
破
壊
し
て
生
理
機
能
の
変
化
が

見
ら
れ
る
欠
損
株
の
作
製
も
完
了
し

た
。遺

伝
子
研
究
の
方
向
が
大
き
く
変
わ

り
、
ゲ
ノ
ム
の
解
読
か
ら
、
ゲ
ノ
ム
情

報
を
組
み
立
て
て
タ
ン
パ
ク
質
の
生
成

〃

〃

生
命
の
基
本
セ
ッ
ト
を
保
存

せんたんVol.14No.4中面  06.1.27 9:55 AM  ページ 9 (1,1)
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NARA INSTITUTE of SCIENCE and TECHNOLOGY

る
D
N
A
マ
イ
ク
ロ
ア
レ
イ
と
い
う
装

置
を
産
学
連
携
で
開
発
し
、
研
究
を
進

め
て
い
る
。

ま
た
、
遺
伝
子
の
情
報
で
生
成
さ
れ

た
タ
ン
パ
ク
質
が
ど
の
よ
う
な
タ
ン
パ

ク
質
と
ペ
ア
に
な
れ
ば
機
能
を
発
揮
で

き
る
か
、相
互
作
用
を
検
証
す
る
た
め
、

細
胞
内
で
物
理
的
に
結
合
し
て
い
る
タ

ン
パ
ク
質
の
組
み
合
わ
せ
を
調
べ
て
い

る
。
す
で
に
約
二
七
〇
〇
の
タ
ン
パ
ク

質
に
つ
い
て
計
約
一
二
〇
〇
〇
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
る
相
互
作
用
を
つ
き
と
め

た
。さ

ら
に
、
特
定
の
遺
伝
子
を
破
壊
し

た
欠
損
株
の
実
験
か
ら
、
細
胞
の
重
要

な
営
み
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
成
メ

カ
ニ
ズ
ム
（
T
C
A
回
路
な
ど
）
に
関

わ
る
タ
ン
パ
ク
質
（
酵
素
）
は
、
な
く

な
っ
て
も
臨
機
応
変
に
別
の
シ
ス
テ
ム

が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。こ

の
よ
う
な
研
究
に
は
、
ポ
ス
ト
ゲ

ノ
ム
時
代
の
有
力
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
バ

イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
（
情
報

生
物
科
学
）
が
重
要
と
な
り
、
い
ち
早

く
導
入
し
て
き
た
。
実
験
で
得
ら
れ
た

ゲ
ノ
ム
の
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

入
力
し
、
細
胞
内
で
起
こ
っ
て
い
る
生

理
反
応
の
モ
デ
ル
化
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
行
お
う
と
い
う
も
の
で
、
世
界

中
の
研
究
グ
ル
ー
プ
と
共
同
研
究
開
発

を
進
め
て
い
る
。

「
現
在
、
飛
行
機
の
設
計
の
際
に
風

洞
実
験
を
や
め
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
到
達
す
る
ま
で
四
〇
年
以

上
も
か
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
細
胞

機
能
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
が
か
か
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
最
も
基
礎
的
な
分
野

で
細
胞
機
能
の
予
測
可
能
な
レ
ベ
ル
で

の
解
明
を
目
指
し
て
い
く
の
が
大
学
と

し
て
の
使
命
で
す
」
と
森
教
授
。
大
腸

菌
は
過
去
五
〇
年
以
上
に
わ
た
り
遺
伝

子
の
概
念
を
構
築
し
て
き
た
生
物
で
あ

る
。
ゲ
ノ
ム
研
究
が
発
展
し
、
部
品
で

あ
る
遺
伝
子
が
作
り
出
す
細
胞
と
い
う

シ
ス
テ
ム
を
解
明
す
る
時
代
に
な
っ

た
。
部
品
の
学
問
か
ら
シ
ス
テ
ム
の
学

問
へ
。
こ
れ
を
実
践
で
き
る
生
物
は
単

細
胞
生
物
で
な
い
と
不
可
能
で
あ
る
。

大
腸
菌
は
そ
の
意
味
で
現
在
も
っ
と
も

重
要
な
生
物
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た

「
大
腸
菌
は
有
用
な
低
分
子
の
物
質
の

生
産
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
予
測
の
学

問
は
、
細
胞
を
無
公
害
の
究
極
的
な
物

質
生
産
工
場
に
し
う
る
可
能
性
に
も
大

い
に
貢
献
す
る
で
し
ょ
う
」

バイオサイエンス研究科生体情報学講座　http://gtcw3.naist.jp/mori/index.html

予
測
の
学
問
の
充
実
を
め
ざ
す

大腸菌の国際共同研究のネットワーク

“予測の学問”をめざし、IECA（International Escherichia coli
Alliance）の各研究グループとの連携によるゲノム生物学と情報生
物学の統合を進めている。

ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー内にある森研究室の分室

右奥はDNAシーケンサー、左手前は自動的にDNAを抽出す
る反応ロボットシステム、どちらも一度に96サンプルずつ
高速に解析・処理される。右下は大腸菌の遺伝子サンプル
などが入った超低温の冷凍庫。大腸菌の約4000の全遺伝子
について96遺伝子単位でシステマティックに管理、研究に
供される。
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藤木　道也
教授

11

光
フ
ァ
イ
バ
ー
や
半
導
体
の
基
板
に

使
わ
れ
る
珪
素
（
シ
リ
コ
ン
）
を
は
じ

め
、
炭
素
や
酸
素
な
ど
の
原
子
や
分
子

を
パ
ー
ツ
の
よ
う
に
多
数
組
み
合
わ
せ

て
、
高
度
な
機
能
を
発
揮
す
る
高
分
子

に
仕
立
て
上
げ
る
。
原
子
や
分
子
が
ど

の
よ
う
に
結
合
す
れ
ば
、
目
的
の
物
質

が
得
ら
れ
る
か
。
あ
ら
か
じ
め
理
論
を

元
に
予
測
し
て
設
計
し
、そ
の
う
え
で
、

膨
大
な
実
験
と
計
算
を
重
ね
て
創
成
さ

れ
る
の
だ
。

「
基
礎
研
究
か
ら
応
用
ま
で
を
見
通

し
た
形
で
、
高
分
子
を
設
計
し
て
い
ま

す
。
研
究
す
る
テ
ー
マ
の
設
定
に
は
あ

ら
か
じ
め
市
場
調
査
や
競
合
分
析
を
行

な
い
、
予
算
を
組
み
ま
す
。
研
究
が
社

会
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
」
と
藤
木
道
也
教
授
は

説
明
す
る
。

こ
う
し
た
開
発
の
方
法
論
が
功
を
奏

し
た
の
が
、
次
世
代
の
L
S
I
（
大
規

模
集
積
回
路
）
の
配
線
に
使
わ
れ
る
材

料
だ
っ
た
。

急
進
展
し
て
い
る
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
の
分
野
で
は
、
シ
リ
コ
ン
の
基
板
上

に
つ
く
る
集
積
回
路
を
高
密
度
化
し
、

高
速
度
、
高
効
率
の
処
理
を
行
う
必
要

に
迫
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ほ
と
ん

ど
限
界
に
き
て
お
り
、
原
子
の
大
き
さ

で
あ
る
ナ
ノ
（
十
億
分
の
一
）
メ
ー
ト

ル
サ
イ
ズ
の
極
細
の
配
線
や
立
体
的
な

配
線
で
密
度
を
増
す
こ
と
が
要
求
さ
れ

て
い
る
。
材
料
の
候
補
と
し
て
は
、
世

界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
新
材
料
で
炭

素
の
筒
状
結
晶
で
あ
る
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ

チ
ュ
ー
ブ
（
C
N
T
）
が
上
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
材
料
と
し
て
の
安
定
性
や
加

工
性
に
課
題
が
あ
る
。

「
実
用
を
早
め
る
な
ら
、
地
球
上
で

も
っ
と
も
多
い
元
素
で
、
エ
レ
ク
ト
ロ

物
質
創
成
科
学
研
究
科
　
高
分
子
創
成
科
学
講
座

教
　
授
　
藤
木
　
道
也

助
教
授
　
野
村
　
琴
広

の扉を�
開く。�
の扉を�
開く。�

NAISTの研究者たち�

高
分
子
を
設
計
す
る

ニ
ク
ス
分
野
で
よ
く
研
究
さ
れ
て
い
る

珪
素
を
使
え
ば
い
い
」

研
究
方
針
は
的
を
射
て
い
た
。
藤
木

教
授
は
、
シ
リ
コ
ン
原
子
が
長
い
鎖
の

よ
う
に
連
な
り
、
さ
ら
に
ナ
ノ
メ
ー
ト

ル
サ
イ
ズ
の
一
定
の
直
径
で
ら
せ
ん
を

巻
く
「
ポ
リ
シ
ラ
ン
」
と
い
う
物
質
に

着
目
、
研
究
を
重
ね
た
。
室
温
、
常
圧

で
液
体
に
溶
か
す
と
い
う
設
備
コ
ス
ト

が
か
か
ら
な
い
方
法
を
開
発
し
、
長
さ

や
径
が
ほ
ぼ
同
一
の
細
線
を
基
板
上
に

き
ち
ん
と
並
べ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

ポ
リ
シ
ラ
ン
の
分
子
の
端
と
化
学
的
に

結
合
し
や
す
い
膜
を
基
板
に
か
ぶ
せ
、

ポ
リ
シ
ラ
ン
の
溶
液
に
浸
せ
ば
、
条
件

し
だ
い
で
水
平
に
も
垂
直
に
も
く
っ
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

藤
木
教
授
は
、
も
と
も
と
高
分
子
の

ら
せ
ん
構
造
が
左
巻
き
か
右
巻
き
か
に

よ
っ
て
性
質
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
に

魅
せ
ら
れ
て
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
そ

物質創成科学研究科高分子創成科学講座　http://mswebs.naist.jp/LABs/fujiki/

し
て
、
直
線
方
向
を
軸
に
右
巻
き
に
原

子
が
連
な
る
微
細
な
ナ
ノ
ら
せ
ん
高
分

子
の
合
成
に
世
界
で
初
め
て
成
功
す
る

な
ど
の
実
績
が
、
分
子
配
線
の
ア
イ
デ

ア
を
膨
ら
ま
せ
た
。

「
高
分
子
だ
け
で
な
く
、
セ
ラ
ミ
ク

ス
、
金
属
な
ど
他
の
材
料
と
の
融
合
に

も
目
を
向
け
て
複
合
材
料
を
つ
く
り
ま

す
。
他
の
分
野
の
研
究
の
進
展
と
比
べ

て
負
け
そ
う
な
ら
引
く
と
い
う
冷
静
な

判
断
も
大
切
で
す
」
と
効
率
的
な
研
究

の
秘
訣
を
披
露
す
る
。

こ
の
よ
う
な
幅
広
い
視
野
か
ら
、
内

分
泌
か
く
乱
物
質
（
環
境
ホ
ル
モ
ン
）

対
策
の
妙
手
の
開
発
に
も
成
功
し
た
。

船
底
の
塗
料
に
は
貝
の
付
着
を
防
ぐ
た

め
、
有
機
ス
ズ
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
の

物
質
が
水
中
に
溶
け
出
し
て
魚
な
ど
に

ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
配
線
を
つ
く
る
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影
響
を
与
え
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

た
め
藤
木
教
授
ら
は
、
微
小
な
網
目
構

造
が
あ
る
高
分
子
（
樹
脂
）
に
抗
菌
作

用
が
あ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
化
合
物
の
一
種

を
結
合
し
、
固
定
す
る
こ
と
で
貝
が
近

寄
る
の
を
防
い
だ
。

一
方
、
野
村
琴
広
助
教
授
は
、
化
合

物
の
合
成
反
応
を
促
進
す
る
触
媒
の
研

究
に
挑
ん
で
い
る
。
有
機
化
合
物
の
中

心
部
に
金
属
が
結
合
し
た
錯
体
と
呼
ば

れ
る
触
媒
で
、
そ
の
金
属
は
チ
タ
ン
、

バ
ナ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
遷
移
金
属
。
金
属

と
周
り
の
有
機
化
合
物
（
配
位
子
）
と

の
組
み
合
わ
せ
で
化
学
的
性
質
が
変
化

し
や
す
い
の
で
、
う
ま
く
分
子
の
構
造

を
設
計
す
れ
ば
、
反
応
を
精
密
に
調
節

で
き
る
の
だ
。

こ
の
触
媒
を
使
っ
た
物
質
合
成
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
オ
レ
フ
ィ
ン
系
と
い

わ
れ
る
高
分
子
を
選
ん
だ
。
こ
の
種
の

高
分
子
は
塩
素
を
含
ま
な
い
の
で
、
廃

棄
の
際
に
有
害
物
質
が
出
な
い
な
ど
環

境
に
負
荷
を
か
け
ず
、
容
易
に
入
手
可

能
な
原
料
の
組
み
合
わ
せ
で
製
造
が
で

き
、
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
も
容
易
に
な

る
。
こ
の
た
め
、
今
後
の
化
学
合
成
の

基
本
的
な
考
え
方
と
な
る
「
グ
リ
ー
ン

ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
」
を
担
う
物
質
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
物
質
を
多
量
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
使
わ
ず
に
合
成
す
る
触

媒
の
開
発
は
、
ま
さ
に
次
世
代
化
学
合

成
の
要
素
技
術
と
な
る
。
な
お
、
二
〇

〇
五
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
が
「
環

境
に
や
さ
し
い
技
術
」
と
し
て
こ
の
関

連
分
野
の
研
究
者
に
授
与
さ
れ
た
こ
と

も
記
憶
に
新
し
い
。

研
究
の
結
果
、
野
村
助
教
授
は
、
触

媒
を
構
成
す
る
分
子
が
自
由
に
回
転
す

る
こ
と
で
、
物
質
の
大
き
さ
に
応
じ
て

反
応
の
場
が
広
が
る
性
質
を
持
た
せ
る

新
し
い
概
念
に
基
づ
く
分
子
設
計
に
成

功
し
た
。
こ
れ
ま
で
不
可
能
だ
っ
た
エ

チ
レ
ン
と
、
か
さ
高
い
オ
レ
フ
ィ
ン
分

子
と
の
重
合
を
実
現
さ
せ
る
な
ど
、
新

た
な
高
機
能
材
料
を
つ
く
る
道
を
拓
い

た
。野

村
助
教
授
は
「
触
媒
の
設
計
に
関

す
る
研
究
は
未
だ
手
探
り
状
態
で
、
ブ

レ
ー
ク
ス
ル
ー
は
研
究
者
の
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
論
理
的
に
積

み
上
げ
、
確
実
に
プ
ロ
ダ
ク
ト
に
結
び

付
け
ら
れ
る
よ
う
な
基
礎
デ
ー
タ
を
積

み
あ
げ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ

て
い
る
。

野村　琴広
助教授

環
境
に
や
さ
し
い
触
媒

12

高性能バナジウム錯体触媒
（オレフィンメタセシス反応）

らせんポリシランモデル図
（左図：左らせん構造、右図：右らせん構造）
赤：ケイ素　青：炭素、長さ 1ナノメートル-10000ナノ
メートル、直径　0.5ナノメートル（ケイ素原子7個で3回転
する7/3らせん構造、主鎖二面体角は154°あるいは206°）

らせんポリシランの剛直性による主鎖励
起子吸収スペクトル変化（縦軸：励起子吸
収強度、横軸：光子エネルギー励起子（単
位：電子ボルト）（吸収が鋭いほど、真っ
直ぐならせん構造を室温溶液中で取る）
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バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
の

島
本
功
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
イ
ネ
を
使
い
、
開
花
時
期
が

人
工
の
光
の
影
響
で
遅
れ
る
「
光

中
断
」
と
い
う
現
象
の
仕
組
み
を

世
界
で
初
め
て
分
子
レ
ベ
ル
で
解

明
し
た
。

こ
の
現
象
は
、
た
と
え
ば
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
近
く
で
栽
培
し
て

い
る
イ
ネ
の
開
花
が
夜
間
照
明
に

よ
り
遅
れ
、
収
穫
時
に
未
熟
米
が

ま
じ
る
な
ど
「
光
害
」
の
原
因
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
基
礎

研
究
を
応
用
す
れ
ば
、
イ
ネ
の

「
光
害
」
を
防
ぐ
街
灯
の
開
発
や
、

園
芸
作
物
の
開
花
を
容
易
に
制
御

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の

成
果
は
米
国
植
物
生
理
学
会
誌

「P
lan
t
C
ell

」（V
ol.17,

2005

）

に
『Suppression

of
the
floral

activator
H
d3a
is
the
principal

cause
of
the
night-break

effect
in
rice

（
開
花
誘
導
遺
伝
子
の
発

現
の
抑
制
が
イ
ネ
に
お
け
る
光
中

断
効
果
の
基
本
的
な
原
因
）』
の

タ
イ
ト
ル
で
掲
載
さ
れ
、
本
学
で

記
者
発
表
を
行
っ
た
。
研
究
内
容

は
次
の
と
お
り
。

「
光
中
断
」
は
植
物
生
理
学
の

分
野
で
は
、
六
十
五
年
ほ
ど
前
に

発
見
さ
れ
た
生
理
現
象
で
あ
り
、

高
校
の
生
物
の
教
科
書
に
も
登
場

し
、
し
ば
し
ば
入
試
問
題
と
し
て

も
出
題
さ
れ
る
ほ
ど
知
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
生
理
現
象
は
、
イ
ネ
な

ど
短
日
植
物
が
日
ご
と
に
短
く
な

る
夜
の
時
間
を
感
知
し
て
花
を
咲

か
せ
て
い
る
の
に
対
し
、
途
中
で

人
工
的
に
光
を
与
え
る
と
開
花
が

遅
れ
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
。
こ

の
た
め
、
光
中
断
の
研
究
は
短
日

植
物
が
花
を
咲
か
せ
る
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
調
べ
る
手
段
に
な
る
と
し

て
、
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
て
き

た
が
、
分
子
レ
ベ
ル
で
い
っ
た
い

何
が
生
じ
て
い
る
の
か
は
わ
か
っ

て
い
な
か
っ
た
。

二
〇
〇
三
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
科

学
雑
誌
「N

atu
re

」
に
掲
載
さ

れ
た
島
本
教
授
ら
の
研
究
で
は
、

短
日
植
物
で
あ
る
イ
ネ
に
つ
い

て
、
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に
必
要

な
遺
伝
子
の
セ
ッ
ト
（
三
つ
の
主

要
な
遺
伝
子：

A
;G
l,
B
;C
O
,

C
;F
T

）
が
存
在
す
る
こ
と
を
示

し
、
そ
の
調
節
機
構
の
違
い
を
分

子
レ
ベ
ル
で
解
明
し
た
。

今
回
、
同
グ
ル
ー
プ
は
イ
ネ
の

開
花
が
誘
導
さ
れ
る
短
日
条
件
で

育
成
し
た
イ
ネ
に
、
真
夜
中
に
光

を
与
え
る
実
験
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
イ
ネ
の
開
花
時
期
が
遅
れ

る
こ
と
を
証
明
し
た
。

次
い
で
、
開
花
に
関
係
す
る
三

つ
の
重
要
な
遺
伝
子
の
働
き
を
調

べ
た
。
イ
ネ
に
お
い
て
短
日
条
件

で
は
開
花
の
三
つ
の
遺
伝
子
が
A

→

B→

C
の
順
番
で
協
調
的
に
働

き
、
最
後
に
C
遺
伝
子
が
Ｏ
Ｎ
に

な
る
こ
と
で
開
花
が
誘
導
さ
れ

る
。
し
か
し
夜
に
人
工
的
に
光
を

照
射
し
昼
と
カ
ン
違
い
さ
せ
る
実

験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
A→

B→

C
の
誘
導
過
程
に
お
い
て
A→

B

の
誘
導
は
正
確
に
行
わ
れ
て
い
る

も
の
の
C
遺
伝
子
の
働
き
が
O
F

F
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
突
き
止

め
た
。
さ
ら
に
、
C
遺
伝
子
を

「
O
F
F
」
に
す
る
に
は
蛍
光
灯

の
光
を
わ
ず
か
一
〇
分
間
与
え
る

だ
け
で
十
分
で
あ
り
、
こ
の
作
用

に
は
植
物
の
眼
と
い
わ
れ
る
光
受

容
体
（
フ
ィ
ト
ク
ロ
ム
）
が
関
係

し
て
い
た
。

島本研究室　http://bsw3.naist.jp/simamoto/simamoto.html

世
界
初
！
開
花
を
遅
ら
せ
る

光
中
断
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
！

│
イ
ネ
の
光
害
を
防
ぐ
技
術
の
開
発
へ
│

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
　
植
物
分
子
遺
伝
学
講
座

つ
ま
り
、
イ
ネ
は
毎
晩
、「
植

物
の
眼
」
で
光
の
照
射
時
間
を
感

知
し
、
「
花
を
咲
か
せ
て
よ
い
」

と
の
シ
グ
ナ
ル
を
得
て
い
る
と
い

う
絶
妙
な
開
花
制
御
シ
ス
テ
ム
の

詳
細
が
分
子
レ
ベ
ル
で
解
明
さ
れ

た
。現

在
、
同
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

産
官
学
の
共
同
研
究
と
し
て
、
イ

ネ
の
出
穂
に
影
響
を
与
え
な
い

「
安
全
街
灯
」
の
開
発
に
か
か
わ

っ
て
い
る
。
ま
た
、
経
験
的
に
開

花
制
御
を
行
っ
て
い
る
園
芸
作
物

に
つ
い
て
も
、
本
研
究
成
果
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル

で
の
開
花
制
御
が
期
待
さ
れ
る
。

左：光を受け取る受容体（フィトクロ
ム）が壊れている変異体のイネ、右：
正常なイネ
フィトクロムが壊れているとCの遺伝
子の働きをOFFにすることができない
ため、正常なイネより花が咲く時期が
とても早い（花が咲く時期が非常に早
い正常なイネでもおよそ60～70日か
かるのに対し、変異体は35日くらい
で花が咲く）。

水田の横にオープンしている夜
間フットサル場により、イネは
眠ることができない。

島本　功　教授

遺
伝
子
が
調
節
し
て
い
た

植
物
の
眼
が
光
を
感
じ
る

せんたんVol.14No.4中面  06.1.27 9:56 AM  ページ 13 (1,1)



14

NARA INSTITUTE of SCIENCE and TECHNOLOGY

「自分の研究はビジネスになるのか？」
研究室という専門性が高く、社会から少し離れた空

間にいるとふと思うこともあるはずだ。
そんな夢を叶える可能性があるコンテストに本学学

生の3グループが相次いで入賞した。
関西発の新ビジネスをサポートする（社）関西ニュ

ービジネス協議会（NBK）主催の「学生ニュービジネ
ス大賞2005」で、物質創成科学研究科の学生チーム
『ペルレ』（代表：須田麻友子さん）が「繊維用UVカッ
トスプレーの開発」で大賞に輝いたのをはじめ、バイ
オサイエンス研究科の学生チーム『合言葉は存在』（代
表：齋藤毅さん）が「バイテクマングローブで水質悪
化を阻止」で優秀賞、『Columbia&Ransberg』（代表：
植村元さん）が「簡単に栽培できるラン科植物の販売
ビジネス」でベンチャービジネス賞を獲得した。
また、須田さんらと齋藤さんらは、（財）上月スポー

ツ・教育財団による第7回学生ベンチャー支援事業の選
考発表大会でも努力賞を受賞。同財団助成による海外
研修会（マサチューセッツ工科大学）に参加すること
にもなった。さらに、齋藤さんらはキャンパスベンチ
ャーグランプリ（CVG）大阪実行委員会主催の「第7回
キャンパスベンチャーグランプリ大阪」においても、
「環境・健康・福祉部門優秀賞」を受賞した。
これらの快挙は産学連携に結びつくシーズが学生の

研究の中から着実に育っていることを示している。
本学は、情報科学・バイオサイエンス・物質創成科

学の3研究科の学問領域に加え、これらの分野を融合し
た領域への積極的な取組みにより、最先端の科学技術
を使った基礎研究だけでなく、社会的な要請が強い応
用研究のテーマにも挑んできた。
しかし、その成果をビジネスに結びつけるには製品

化のプロセスや消費者ニーズの開拓が必要で、最先端
技術を使ったビジネスモデル創出のネックになってい
る。
このため、須田さんらは、桐畑哲也 ・本学産官学連

携推進本部助教授の働きかけで、マーケティング技術
を学ぶとともに、日常の問題意識や学生個々の技術を
結びつけ、それらをひとつにまとめたビジネスプラン
を考案した。
大賞を受賞した須田さんら『ペルレ』の「繊維用UV

カットスプレー」は、スプレーの成分として紫外線カ
ットだけでなく、光により汚れを分解する光触媒の作
用がある酸化チタンを使うもので、紫外線の悪影響が
叫ばれるなか、健康と美容の両面から有用な開発にな
りそうだ。桐畑助教授は「ナノテクノロジーの技術を、
女性が日常的に感じている健康被害に関するビジネス
に結び付けたところが高く評価できる」としており、
学生のビジネスへの挑戦の意識改革にもなりそうだ。

最先端技術をニュービジネスに活かす！
―「学生ニュービジネス大賞」ほか5賞を受賞―

チーム／メンバー �
氏名（学年） �
研究科　 講座（教授）�

ペルレ��
須田麻友子 （博士前期課程１年） �
物　質　 複雑系解析学（相原正樹）�
藤田　昌邦 （博士前期課程１年） �
物　質　 超分子集合体科学（小夫家芳明）�
杉村　敏正 （博士前期課程１年） �
物　質　 超分子集合体科学（小夫家芳明）�
谷山　真理 （博士前期課程１年） �
物　質　 光機能素子科学（太田淳）�

合言葉は存在� �
齋藤　　毅 （博士前期課程１年） �
バイオ　  形質発現植物学（田坂昌生）�
中田憲一朗 （博士前期課程１年） �
バイオ　  葉緑体工学（RITE植物研究グループ）（富澤健一）�

Columbia&Ransberg ��
植村　　元 （博士前期課程１年） �
バイオ　  分化・形態形成学（横田明穗）�
三浦　健一 （博士前期課程１年） �
バイオ　  分化・形態形成学（横田明穗）�
青木　岳彦 （博士前期課程１年） �
バイオ　  分化・形態形成学（横田明穗）�

「ビジネスプラン」�
�

受賞コメント�
�

「繊維用UVカットスプレー」�

「バイテクマングローブで水質悪化を阻止」�
�

この受賞をよいステップアップと考え、今後の人生に大いに�
役立てたいと思います。�
�

研究を主にしているこの環境内で、ビジネスの仕組みを垣間�
見ることができ、非常に良い経験になりました。�

「簡単に栽培できるラン科植物の販売ビジネス」�

今後は単に就職活動に活かすだけでなく、広くバイオビジネ�
スで社会に貢献できるよう努力したいと思っています。�

詳細ホームページ

（社）関西ニュービジネス協議会
（NBK）
学生ニュービジネス大賞2005
表彰
⇒ http://www.nb-net.or.jp/event
2005/list.pdf

（財）上月スポーツ・教育財団
第7回学生ベンチャー支援事業
選考発表大会
⇒ http://www.kozuki.or.jp/jigyou/
venture/venture2005_07.html

キャンパスベンチャーグランプリ
（CVG）大阪実行委員会
キャンパスベンチャーグランプリ
2005
⇒ http://www.nikkanosaka.com/
cvg/index.html

ペルレ Columbia&Ran
sberg合言葉は存在

せんたんVol.14No.4中面  06.1.27 9:56 AM  ページ 14 (1,1)




